
１１

目
録
を
掲
げ
る
渥
美
市
長（
左
か
ら
２
人

目
）と
佐
藤
所
長（
左
か
ら
３
人
目
）

気仙沼市

参
加
受
付
は
３
月
１
日
ま
で

赤

田

橋

の

上

部

工

工

事

東 北 農 政 局
北上土地改良

申
請
書
は
３
月
２
日
ま
で

中
田
二
期

機
場
樋
管
の
改
修
検
討

東北電力ＮＷ
ユ ア テ ッ ク

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ

東
松
島
市
に
防
犯
灯
を
寄
贈

完成した多賀城南門

施
設
等
の
老
朽
化
対
策
と
し
て

阿
武
隈
急
行
線
保
全
整
備
に
１

億
１
０
０
６
万
円
、
関
ノ
内
住

宅
改
修
に
１
億
０
７
７
０
万
円

な
ど
を
確
保
す
る
見
通
し
だ
。

ま
た
、
土
木
費
で
は
道
路
新

設
改
良
費
に
３
億
６
９
７
７
万

１
０
０
０
円
を
計
上
し
、
こ
の

道
路
改
良
事
業
費
に
１
億
５
０

７
４
万
５
０
０
０
円
を
充
て

る
。
事
業
概
要
は
、
中
島
団
地

お
よ
び
左
関
団
地
内
の
道
路
側

溝
整
備
工
事
と
横
倉
高
倉
線
歩

道
設
置
工
事
、
北
町
寺
前
線
道

路
改
良
工
事
や
駅
前
花
島
線
の

越
水
対
策
工
事
な
ど
に
取
り
組

む
予
定
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
産
業
用
地
造
成
事

業
特
別
会
計
に
は
、
企
業
誘
致

を
戦
略
的
に
推
進
す
る
た
め
、

新
た
な
産
業
用
地
を
造
成
す
る

費
用
と
し
て
５
７
９
１
万
円
を

計
上
。
水
道
事
業
会
計
の
水
道

施
設
整
備
費
に
２
億
４
１
７
８

万
円
を
計
上
し
、
水
管
橋
長
寿

命
化
事
業
を
新
た
に
設
け
、
基

幹
管
路
で
あ
る
角
田
幹
線
水
管

橋
の
災
害
対
策
と
し
て
被
覆
補

強
等
の
長
寿
命
化
対
策
を
行
う
。

な
お
、
下
水
道
事
業
会
計
の

管
路
建
設
費
に
は
、
２
億
０
９

０
０
万
円
を
計
上
し
、
野
田
排

水
区
雨
水
幹
線
築
造
工
事
に
伴

う
実
施
設
計
書
作
成
業
務
委
託

お
よ
び
幹
線
築
造
工
事
、
裏
町

排
水
区
基
本
設
計
業
務
、
汚
水

処
理
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
対
策
に
関
す
る
実
施
設

計
書
作
成
業
務
お
よ
び
対
策
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

角
田
市
は
同
日
、
22
年
度
２

月
の
補
正
予
算
案
を
公
表
し

た
。
一
般
会
計
に
学
校
設
備
整

備
基
金
積
立
金
と
し
て
１
億
円

を
確
保
す
る
。

こ
の
基
金
は
、
学
校
教
育
環

境
の
基
盤
と
な
る
学
校
施
設
が

昭
和
40
年
か
ら
50
年
に
か
け
て

Ｗ
造
校
舎
か
ら
Ｒ
Ｃ
造
と
し
て

整
備
さ
れ
て
以
降
、
順
次
耐
震

補
強
等
を
実
施
し
た
も
の
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
建
て
替
え
等
に
向
け
て
財
源

を
確
保
す
る
も
の
。

対
象
と
な
る
施
設
は
、
角
田

中
学
校
（
１
９
６
５
年
築
・
Ｒ

Ｃ
造
）
と
北
角
田
中
学
校
屋
内

運
動
場
（
67
年
築
・
Ｓ
造
）
と

し
て
い
る
。
角
田
中
学
校
の
建

て
替
え
を
実
施
す
る
場
合
は
、

校
舎
・
屋
内
運
動
場
・
武
道
場
・

プ
ー
ル
お
よ
び
屋
外
運
動
場
の

５
施
設
。
総
事
業
費
は
数
十
億

円
を
想
定
し
て
お
り
、
建
て
替

え
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
は

少
な
く
見
積
も
っ
て
も
15
億
～

20
億
円
と
な
る
見
通
し
。

角
田
市
は
15
日
、
市
長
定
例

記
者
会
見
を
開
き
２
０
２
３
年

度
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た
。

一
般
会
計
は
１
３
４
億
９
７
０

０
万
円
で
、
22
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
金
額
に
し
て
３
億
３
３

０
０
万
円
、
率
に
し
て
２
・
４

㌫
減
額
し
た
。
減
額
の
主
な
要

因
に
つ
い
て
、
黑
須
貫
市
長
は

総
合
体
育
館
の
改
修
事
業
の
一

定
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
な
ど

を
挙
げ
た
。（
詳
細
は
後
日
掲

載
）。特

別
会
計
の
総
額
は
71
億
８

１
９
６
万
円
で
０
・
６
㌫
増
額
。

企
業
会
計
は
36
億
６
１
５
１
万

円
で
８
・
３
㌫
増
額
。
全
会
計

の
総
額
は
２
４
３
億
４
０
４
７

万
円
で
、
前
年
度
比
で
７
４
２

万
円
減
額
と
な
っ
た
。
17
日
開

会
の
市
議
会
２
月
定
例
会
に
当

初
予
算
案
を
提
出
す
る
。

一
般
会
計
に
お
け
る
普
通
建

設
事
業
費
は
11
億
１
０
９
４
万

４
０
０
０
円
で
11
・
２
㌫
の
減

額
で
、
災
害
復
旧
事
業
費
は
前

年
同
様
９
０
０
万
円
と
な
っ

た
。建
設
事
業
関
連
を
見
る
と
、

防
災
減
災
構
想
に
掲
げ
る
南
町

斗
蔵
線
道
路
整
備
に
１
億
７
１

５
０
万
円
、
学
校
統
廃
合
に
係

る
金
津
小
学
校
の
屋
外
運
動
場

整
備
に
４
８
４
１
万
円
、
公
共

石
巻
市
は
、
２
０
２
７
年
度

の
開
所
を
目
指
す
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
基
本
計
画
案

を
公
表
し
、
事
業
手
法
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

た
。安

全
安
心
な
学
校
給
食
の
提

供
を
維
持
継
続
す
る
た
め
、
老

朽
化
が
進
行
す
る
住
吉
、河
北
、

事
業
手
法
に
は
、
リ
ス
ク
負

担
、
民
間
工
夫
で
の
経
費
削
減

効
果
、
市
の
財
政
負
担
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
計
７
項
目

を
検
討
し
、
▽
直
営
方
式
（
公

共
が
全
て
実
施
）
▽
直
営
方
式

（
運
営
を
民
間
委
託
）
▽
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
（
公
共
が
資
金
調
達
）

▽
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（
民
間
が
資
金

河
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統

廃
合
し
、
新
た
に
整
備
す
る
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規

模
、
建
設
・
運
営
方
法
な
ど
必

要
な
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
基

本
計
画
を
策
定
。
策
定
支
援
業

務
は
日
本
工
営
都
市
空
間
（
旧

玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

が
担
当
し
た
。

調
達
）
―
を
比
較
し
た
結
果
、

最
も
効
果
的
な
手
法
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
と
結
論
付
け
た
。

建
設
候
補
地
は
、
同
市
北
村

前
山
に
所
在
す
る
「
こ
も
れ
び

の
降
る
丘
遊
楽
館
」
向
か
い
の

敷
地
約
８
０
０
０
平
方
㍍
で
、

調
理
能
力
は
４
０
０
０
食
程
度

（
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
）
を
想
定

す
る
。
施
設
構
造
は
構
造
体
が

く
ぐ
っ
た
と
い
う
深
谷
市

長
は
「
ま
さ
に
悠
久
の
ま

ち
、
史
都
・
多
賀
城
を
感

じ
ら
れ
る
場
所
に
な
っ

た
。
多
賀
城
が
誇
れ
る
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
話
す

と
と
も
に
、「
市
内
外
の

皆
さ
ん
に
多
賀
城
創
建
１

３
０
０
年
を
お
祝
い
し
て

い
た
だ
く
契
機
に
し
た

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

一
般
公
開
は
24
年
度
中

を
予
定
し
て
い
る
。

ウ
ン
ド
、
人
工
芝
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
を
設
け
る
。

基
本
理
念
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る
陸
上

競
技
を
幼
少
か
ら
身
近
に
体
験

し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
紡
ぎ
、

目
に
か
け
て
建
設
工
事
を
実
施

し
、
７
年
目
に
供
用
開
始
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
等
の
場
合
は
、

１
年
目
に
基
本
計
画
の
策
定
と

並
行
し
た
事
業
者
募
集
準
備
に

着
手
し
、
２
～
３
年
目
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
可
能
性
導
入
調
査
お
よ
び
事

石
巻
市
は
、
石
巻
市
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
の
基
本
構

想
案
を
公
表
し
た
。
新
年
度
に

は
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、

整
備
手
法
は
従
来
手
法
と
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
で
検
討
し
て
い
る
。
基

本
構
想
の
策
定
は
昭
和
が
担
当
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
女

川
町
に
あ
っ
た
第
３
種
公
認
陸

上
競
技
場
が
無
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
石
巻
市
南
境
新
小
堤
18

地
内
の
市
民
球
場
や
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
場
と
い
っ
た
施
設
が
集

積
し
て
い
る
石
巻
市
総
合
運
動

公
園（
セ
イ
ホ
ク
パ
ー
ク
石
巻
）

内
に
整
備
を
計
画
。
各
種
県
大

会
な
ど
一
定
水
準
の
大
会
開
催

可
能
な
第
３
種
公
認
陸
上
競
技

場
を
建
設
す
る
。

北
側
に
は
、
野
球
場
、
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し
、
南
側

に
は
、
人
工
芝
の
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
場
、
天
然
芝
の
多
目
的
グ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
向
上
と
市
民

の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
」
こ

と
。整

備
に
関
し
て
は
従
来
手
法

の
場
合
、
１
年
目
に
基
本
計
画

策
定
、
２
～
３
年
目
で
基
本
・

実
施
設
計
を
行
い
、
４
～
６
年

陸
上
競
技
場
の
基
本
構
想
案
公
表

整

備

手

法

は

従

来

方

式

と

Ｐ

Ｆ

Ｉ

を

検

討

新
年
度
に
基
本
計
画
費
計
上

新
年
度
に
基
本
計
画
費
計
上

石 巻 市

新
学
校
給
食
Ｃ
の
整
備
事
業

事
業
手
法
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用

石 巻 市

23
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表

角 田 市

一
般
会
計
は
約
１
３
５
億

業
者
募
集
な
ら
び
に
選
定
を
進

め
、
４
～
６
年
目
に
設
計
・
施

工
、
７
年
目
の
供
用
開
始
を
目

指
す
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
関
す

る
諸
手
続
き
に
よ
っ
て
、
総
合

す
る
と
従
来
方
式
よ
り
約
１
年

間
の
必
要
な
期
間
が
か
か
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
基
本
構
想
の
策
定
を
３

月
中
に
ま
と
め
る
。

な
お
２
０
２
３
年
度
当
初
予

算
案
に
は
、
同
競
技
場
基
本
計

画
策
定
業
務
に
２
３
０
０
万
円

を
充
て
て
い
る
。

石
巻
電
力
セ
ン
タ
ー

所
長
や
ユ
ア
テ
ッ
ク

の
山
田
正
順
所
長
な

ど
関
係
者
約
10
人
が

出
席
。
佐
藤
石
巻
電

力
セ
ン
タ
ー
所
長
が

渥
美
巖
東
松
島
市
長

に
目
録
を
手
渡
し
た
。

各
社
は
毎
年
市
内

の
防
犯
対
策
向
上
の

た
め
寄
贈
・
設
置
活

動
を
続
け
て
お
り
、

今
回
は
市
に
20
基
の

防
犯
灯
を
寄
贈
し

た
。
設
置
作
業
は
ユ

ア
テ
ッ
ク
が
担
当

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
仙
台
市

坂
本
光
弘
取
締

役
社
長
）と
ユ
ア
テ
ッ
ク（
仙

台
市

太
田
良
治
取
締
役
社

長
社
長
執
行
役
員
）は
15
日
、

東
松
島
市
に
防
犯
灯
を
寄
贈

し
た
。

東
松
島
市
役
所
で
開
か
れ

た
贈
呈
式
に
は
、
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
佐
藤
彰
雄

し
、
市
道
小
松
赤
井
線
に
12

基
、
各
自
治
会
要
望
カ
所
と

し
て
矢
本
地
区
に
２
基
、
小

松
地
区
に
２
基
、
小
野
地
区

に
４
基
を
設
置
し
た
。

防
犯
灯
の
寄
贈
に
あ
た
り

佐
藤
石
巻
電
力
セ
ン
タ
ー
所

長
は
「
街
路
灯
は
地
味
な
も

の
だ
と
は
思
う
が
、
防
犯
の

役
割
や
暖
か
い
光
で
家
ま
で

の
道
の
り
を
照
ら
す
役
割
が

あ
る
。
少
し
で
も
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で

き
て
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

し
た
。

渥
美
市
長
は
「
昨
今
は
夕

暮
れ
が
早
く
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
防
犯
灯

の
要
望
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
安
心
安
全
な
街
づ
く
り

の
た
め
に
は
防
犯
灯
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
た
。

ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
位

置
付
け
て
い
る
。

　

南
門
は
、
古
代
東
北
の
政
治
、
文

化
、
軍
事
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
国

府
・
多
賀
城
の
正
門
に
当
た
り
、
多

賀
城
の
正
面
を
飾
る
た
め
に
屋
根
が

二
重
に
な
っ
た
格
式
の
高
い
門
（
二

重
門
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
復
元
に
当
た
っ
て
は
、
８
世
紀

中
ご
ろ
（
政
庁
二
期
）
の
南
門
を
、

当
時
と
同
じ
政
庁
か
ら
約
３
８
０
㍍

南
側
の
位
置
（
多
賀
城
市
市
川
立
石

地
内
）
に
原
寸
大
で
整
備
。
遺
構
を

養
生
す
る
た
め
、
約
２
㍍
盛
土
し
た

上
で
復
元
し
た
。
構
造
は
Ｗ
造
平
屋

建
て
で
、
高
さ
は
約
14
・
５
㍍
、
桁

行
（
幅
）
10
・
５
㍍
、
梁
行
（
奥
行

き
）
６
・
６
㍍
。
屋
根
は
本
瓦
葺
き

で
、
形
状
も
格
式
が
高
い
と
さ
れ
る

入
母
屋
造
。
木
材
は
当
時
と
同
じ
ク

リ
材
を
調
達
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
古
代
の
技
法
を
取
り
入

れ
て
整
備
し
た
。
設
計
・
監
理
は
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
復
元

工
事
は
松
井
建
設
が
担
当
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
は
南
門
の

両
脇
に
つ
く
築
地
塀
（
高
さ
４
・
５

㍍
、
１
期
計
画
＝
延
長
約
22
・
０
㍍
）

と
、
大
路
の
復
元
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。い
ず
れ
も
松
井
建
設
が
施
工
。

さ
ら
に
今
後
は
、
南
北
大
路
南
端
付

近
に
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
延
べ
約
２
０

０
平
方
㍍
規
模
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

の
整
備
も
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
自
身
も
初
め
て
南
門
を

施工は松井建設　震災復興の創造的シンボルに

復
元
の
多
賀
城
南
門
を
公
開

多
賀
城
市

　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を
迎
え

る
２
０
２
４
年
度
の
公
開
へ
向
け

て
、
多
賀
城
市
が
復
元
工
事
を
進
め

て
い
た
多
賀
城
南
門
が
完
成
し
15

日
、
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
。
工
事

期
間
の
仮
の
屋
根
だ
っ
た
素
屋
根
が

１
月
に
外
さ
れ
、
高
さ
約
14
・
５
㍍

の
南
門
が
お
目
見
え
。
本
瓦
葺
き
の

屋
根
と
丹
土
色
に
塗
ら
れ
た
南
門
の

姿
は
、
陸
奥
国
府
の
威
厳
を
象
徴
す

る
。
平
行
し
て
築
地
塀
復
元
工
事
が

進
む
た
め
、
南
門
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
再
び
仮
囲
い
で
閉
鎖

す
る
３
月
の
初
旬
ご
ろ
ま
で
と
い

う
。
当
日
は
、
万
葉
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
深
谷
晃
祐
市
長
が
事
業
の
進
捗

な
ど
を
報
告
し
た
。

　

多
賀
城
市
で
は
、
多
賀
城
創
建
１

３
０
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
南
門

の
復
元
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
整
備

を
進
め
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
か

万
葉
衣
装
で
取
材
に
応
じ
る
深
谷
市
長

Ⅱ
類
、
建
築
非
構
造
部
材
が
Ａ

類
、
建
築
設
備
が
乙
類
の
基
準

を
確
保
す
る
。

概
算
事
業
費
は
、
整
備
に
係

る
分
が
30
億
７
０
０
０
万
円
を

試
算
。
内
訳
は
、
設
計
・
調
査
・

管
理
費
で
１
億
３
８
０
０
万

円
、
建
築
・
設
備
工
事
費
が
19

億
８
９
０
０
万
円
、
外
構
整
備

費
が
２
億
９
８
０
０
万
円
、
厨

房
機
器
５
億
０
３
０
０
万
円
、

厨
房
備
品
・
消
耗
品
に
１
億
４

２
０
０
万
円
を
想
定
。

一
方
で
、
維
持
管
理
・
運
営

費
（
15
年
間
）
は
、
59
億
４
０

０
０
万
円
を
概
算
。

基
本
構
想
案
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
２
０
２
３
年
度
の
第
２
四

半
期
に
事
業
者
募
集
準
備
、
第

３
四
半
期
か
ら
24
年
度
内
に
事

業
者
募
集
お
よ
び
選
定
・
契
約

を
進
め
、
25
年
度
の
第
３
四
半

期
ま
で
に
基
本
・
実
施
設
計
を

ま
と
め
、
25
年
度
の
第
４
四
半

期
に
建
設
工
事
に
着
手
し
た
い

考
え
だ
。

東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良

調
査
管
理
事
務
所
は
15
日
、
老

朽
化
し
た
水
越
揚
水
機
場
の
取

水
樋
管
の
改
修
を
検
討
す
る

「
地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
中

田
二
期
地
域
水
越
揚
水
機
場
取

水
樋
管
改
修
対
策
検
討
業
務
」

を
一
般
競
争
入
札
・
同
時
提
出

型
（
総
合
評
価
落
札
方
式

：

標

準
型
）
で
公
告
し
た
。

申
請
書
は
３
月
２
日
ま
で

で
、
技
術
提
案
書
お
よ
び
入
札

書
は
同
22
日
ま
で
。
開
札
は
４

月
７
日
14
時
に
行
う
。

参
加
資
格
は
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
Ａ
等
級
な
ど
。

中
田
地
区
は
、
北
上
川
右
岸

で
岩
手
県
境
に
接
す
る
登
米
市

と
岩
手
県
一
関
市
に
広
が
る
地

域
。
揚
水
機
場
３
カ
所
、
用
水

路
17
・
８
㌔
㍍
、
排
水
機
場
２

カ
所
、
排
水
路
５
・
３
㌔
㍍
の

施
設
が
あ
り
、
機
能
保
全
を
行

う
た
め
の
事
業
化
を
目
指
し
、

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
業
務
で
は
、
登
米
市

中
田
町
浅
水
地
内
に
あ
る
流
量

気
仙
沼
市
は
赤
田
橋
の
上
部

工
工
事
を
公
告
し
た
。

参
加
受
付
は
３
月
１
日
ま

学
校
施
設
整
備
基
金
を
創
設

２

月

補

正

予

算

案

で
、
入
札
は
同
３
日
13
時
30
分

か
ら
行
う
。

参
加
資
格
は
気
仙
沼
市
内
に

本
店
を
有
す
る
土
木
一
式
工
事

Ａ
ラ
ン
ク
な
ど
。

市
道
萱
原
ノ
沢
線
の
改
良
工

事
に
伴
い
架
け
替
え
を
行
う
も

の
で
、
対
象
と
な
る
の
は
同
市

松
崎
高
谷
ほ
か
地
内
の
面
瀬
川

に
架
か
っ
て
い
る
赤
田
橋
。
橋

長
は
14
・
６
㍍
、
幅
員
は
７
㍍

で
、上
部
工
は
Ｐ
Ｃ
造
１
径
間
、

下
部
工
は
橋
台
２
基
を
計
画
し

て
い
る
。

工
事
内
容
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ

ン
桁
製
作
、
桁
架
設
14
本
の
ほ

か
、
伸
縮
装
置
19
㍍
。
工
期
は

３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

毎
秒
３
・
75
立
方
㍍
の
水
越
揚

水
機
場
の
取
水
樋
管
に
つ
い

て
、
更
新
の
有
無
や
部
分
的
な

修
繕
で
良
い
か
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
履
行
期
限
は
11
月

20
日
ま
で
。

第１９０１２号　　２０２３年（令和５年）２月１６日（木曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可） （２）

石巻市　15日の開札速報

件　　　名 落札候補者 応札者数 入札方式

西流下１号石巻中央雨水準幹線
築造工事 遠藤興業 8 一般競争

根岸前１号橋ほか４橋補修工事 山神組 5 一般競争

井内排水ポンプ場（電気設備）
改修工事 明電舎 1 一般競争

◆建設新聞（宮城版）　株式会社建設新聞社 発行
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